２０１２年２月４日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第４章２１～３０節

・勉強：第１４章２１～２７節
今日はバガヴァッド・ギーター14章の最後の部分を説明して、その後は第1章から順番に要約していきます。まず第14章21節を見てください。
これまで長い時間をかけて、３つのグナについて説明してきました。ポイントはこれらグナは鎖だということです。サットワでさえ鎖に変わりありません。
グナは我々人間を束縛しますが、一方我々の目的は解脱です。

アルジュナの質問は「3つのグナを超越して悟った人の印は何か？彼らはどのように話し、どのように振る舞うのか？それを知りたい」ということです。

以前説明した第2章でも、同じようなアルジュナの質問がありました。

スティタプラッギャー(Stithaprajna)、グナーティタ(Gunatita)、ジーヴァムクタ(Jivanmukuta)、これら３つの言葉は同じ意味です。
プラッギャーは「知性」、スティタは「安定した」という意味です。

我々普通の人間の知性は不安定で、知的な時もあれば時には無知だったり、愚かだったりします。

スティタプラッギャーはそうではなく、「いつも知性が安定している状態」のことです。

安定した知性の持ち主（The person who has established knowledge）という意味です。
次のグナーティタのアティタ(atita)は「超越した」という意味、グナーティタは「3つのグナを超越した人」の意味です。ジーヴァン(jivan)は「生きている間」、ムクタ(mukuta)は「解脱した」という形容詞、ジーヴァムクタは「生きている間に解脱した人」です。
これら3つの言葉は同じ状態、「悟った人」を表しています。

死後に悟るのももちろん可能ですが、ここで言及されているのは「生きている間の悟り」です。

次に14章22節を見てください。

　至高者がお答えになります。『パーンドゥの息子(アルジュナ)よ！サットワの光輝、ラジャスの努力、またタマスの迷妄が現われても、それを厭わず、消えても追及しない人、
この節にプラカーシャン(prakasam)という言葉が出てきますが、元々は「現れる」という意味です。
ここでは「サットワが優勢な時に知識が現われる」という意味で使われています。
次のプラヴリッティ(pravrttim)は「欲望、活動」の意味で、ラジャスが優勢の時に現れます。

モーハム(moham)は「幻惑、鈍さ、無知」でタマスの特徴です。

普通の求道者の場合サットワの性質が現われると、その状態が永く続いてほしいと願います。

欲望が強くなり活動も過剰になると、それはラジャスの状態でありストレスも生じるので、早くそこから抜け出したいと考えます。タマスの無知、怠惰の状態も良くないので、なくなってほしいと思います。このように普通の人はある状態を好み、ある状態を避けたがります。
しかし悟った人はそうではないところが面白いですね。

サットワの状態が現われてもそれが続いてほしいと思わず、ラジャスの状態が現われてもそれがなくなったほうがいいとも思わず、タマスの状態も嫌悪しません。何も気にしません。

悟った人はあたかも傍観者のように、その時々の状態の変化には無関心です。

「ある時はサットワが優勢、ある時にはラジャスが働き、また別の時にはタマスが強くなるが、それはグナの働きによるのであって私はそれと自分を同一視しない。なぜなら私は純粋なアートマンだから」、これが悟った人の考え方です。
その時々で3性質の強弱が変化するといっても、悟った人の場合たとえば自然に何日も眠り続ける(タマスの状態)ことはありません。なぜなら悟った人というのは、非常に厳しい霊的訓練の結果魂が浄化されていて、ほとんどがサットワの状態だからです。しかしながら肉体を維持してこの世にとどまっている限り、わずかではありますがラジャス、タマスの要素を持ち合わせています。

生きるためには、サットワ100％の状態ではいられません。
たとえばラーマクリシュナは非常に特殊な例であり、霊的な実践において6か月連続で眠りませんでした。ニルヴィカルパサマーディに入っていましたから。半年連続です。本当に信じられません。

自分では食べることができないので、食事も弟子たちが強引に食べさせていましたが、そうしないと肉体を維持できなかったのです。

そしてその実践が終わった後も、ラーマクリシュナの1日の睡眠時間は時に2時間、時に1時間、最大3時間ぐらいでした。

悟った人はほとんどサットワの状態でそれがベースになっているので、ラジャス、タマスが現われてもそれは長く続きません。
次に14章23節を見てください。

　これら三性質の作用に影響されることなく、働いているのは三性質のみなりと静観し、それから超

然として不偏中立を保つ人、

先ほども説明したように、これらの人々(悟った人)はグナの働きに対しては無関心で傍観者であり、それに圧倒されることはありません。
「その時々でサットワ、ラジャス、タマスが働くが、それはグナの作用であり私とは関係ない」

普通の人にもこのような識別は可能ですが、そのためには努力が必要です。

グナを超越した人は自然にこの識別ができるところが違います。

次に14章24節を見てください。

真我に定住して苦と楽とを区別せず、土塊も石も黄金も同等に見て、すべての事物に好悪の感情をおこさず、賞賛と非難、名誉と不名誉に心を動かさぬ人、

「苦しみの状況、楽しみの状況、そのどちらにも影響されず心が静か、土も石も黄金も同等に見て、好きなものも嫌いなものもなく、褒められても非難されても無関心」、このような人がいるとしたらまるで命のない物質のようであり、また白痴のようにも見えませんか？
何事にも無反応という点では外から見ると同じようにも見えますが、両者には大きな違いがあります。

後者がリアクションする力を持たないのでそれができないのに対し、前者は大きな力があるのに敢えてリアクションしないのです。一番低い鈍重でタマス的な人の振る舞いと、一番高い悟った人の振る舞いが一見同じように見えます。他人があなたを叩いたとします。「ゆるす」ということの本当の意味は、抵抗する力がないから叩き返さないということではなく、十分な力がありながら敢えて抵抗しないということなのです。悟った人は力も知性もありますが、ある考えがあって反応をしません。

その考えとはなんでしょうか。喜び、苦しみの感情は世俗的なものや、人への執着の結果生じます。ここで「世俗的」という言葉の基準は「有限、一時的」ということです。一時的で有限なものに執着することによって苦しみ、悲しみ、絶望、たまには喜びが生じます。グナを超越した人は絶対を悟っているので、世俗的なものに対する執着はありません。
普通の人の喜び苦しみの基準と、悟った人のそれは違います。悟った人は普通の人にとっての喜び苦しみの状態から超然としていて、いつも落ち着いた状態に見えます。
しかしラーマクリシュナやサラダデーヴィーは、自分の近しい信者がなくなった時には泣きました。
悟った人、神の化身は心静かなはずであり、泣くとは聖典の記述と矛盾するのではないでしょうか？

その答えは「彼らも人間の肉体を持っているので、ある程度まで普通の人間感情を持つ」です。

たとえばラーマクリシュナは愛する信者が亡くなった時、3日間泣き続け食事も動くことも困難でしたが、3日を過ぎるとそれはピタリとおさまりいつもの状態に戻りました。

普通の人はそうではなく、苦しみが一生続くことがあります。

悟った人の場合はリミットがあり、その状態が過ぎ去るとそれはその後に全く影響を与えません。
諺に「お坊さんの怒りはいつまで続くか？水で引いた線が乾いて消えるまで」というのがあります。悟った人の感情はすぐに平静に戻ります。

悟った人が土、石、黄金を同等に見るのは、ひとつはすべて物質だから、もうひとつは高価であるかそうでないかは世俗的な価値評価だからです。

「ラーマクリシュナの生涯」の中に有名な話があります。
霊的実践の場所だったドッキネッショルで、ラーマクリシュナは片手に土(マティ)、もう一方の手にお金(タカ)をとって、「マティ-タカ、タカ‐マティ」と言いました。
悟った人にとっては土もお金も同じだ、ということを示したのです。

次に悟った人にとっては「あれが好き、これは嫌い」ということもありません。
また普通の人間なら褒められれば嬉しいし、批判されると不愉快になります。

これは口に出さなくても、少なくとも心の中ではそう思っています。
悟った人の例として、またラーマクリシュナのエピソードを挙げます。
ある時信者がラーマクリシュナに「師よ、ある新聞記事があなたをずいぶん批判しています」と言いました。それを聞いたラーマクリシュナは「それは一向に構わない」と答えました。

グナを超越したラーマクリシュナにとって、この批判は何の影響も与えなかったのです。

この24節で大事な言葉は、スヴァスタハ(svasthah)と2行目のディーラハ(dhirah)です。
スヴァ(内なる自己)＋スタハ(安定した)なので、3つのグナを超越した状態がスヴァスタハです。

一般に我々は自分と肉体を同一視しているので、スヴァスタハではありません。

我々は自分を肉体と同一視せず、スヴァスタハを目指すべきです。

その次のディーラハ(dhirah)
は知性がいつも安定している状態のことです。

我々は自分がフォーカスする対象を心、体からアートマンにシフトすることによって、スヴァスタハになることができます。そしてそれはディーラハの状態です。

次は14章25節です。

名誉と不名誉に心動かさず、友と敵を同じように扱い、仕事に対するいかなる野心も捨てた人、以上のような人は、これら三性質を超越した人といえよう。

釈迦に関する物語があります。ある人が釈迦の面前で彼を批判しました。釈迦は何も反応せずに彼の批判を静かに聴いていました。批判者の話が終わったことを確認して、釈迦は言いました。
「あなたの今の話で私が受け取るものは何もありません。全てそのまま持ち帰って下さい」。
これが一つの例です。貶められようが褒められようが、悟った人にとっては同じです。
バガヴァッド・ギーターは叙事詩マハーバーラタの一部ですが、この叙事詩の作者である有名な詩人で聖者のヴィヤーサには息子がおり、名前はシュカデーヴァといいました。

ヴィヤーサはシュカデーヴァが小さい頃から彼に聖典を教えましたが、シュカデーヴァは幼少時から父親を超えるほどの非常に高い霊的レベルにありました。
成長するとシュカデーヴァは家にとどまることなく、各地を旅しました。

ウパニシャッドにも登場するジャナカは、王様でありながら悟った人でした。

聖者たちですらジャナカ王のもとにやってきて、ブラフマンについて学びました。

シュカデーヴァもジャナカ王の宮殿を訪れ学びたいと思いましたが、そのことを事前に知ったジャナカ王はシュカデーヴァを試そうと考え、宮殿の守衛にあることを命じました。
光り輝くような風貌の高名な聖者シュカデーヴァがやってきても、ジャナカ王の言いつけどおり守衛達は誰一人としてシュカデーヴァに挨拶をしませんでした。食事や飲み物を提供する人も一人もいませんでした。一週間ほどシュカデーヴァはそのまま無視されましたが、それが過ぎると今度は多くの人がやってきて、まるで礼拝するような敬意をシュカデーヴァに対して示しました。
それに対するシュカデーヴァの反応を、ジャナカ王は観察していました。

無視され続けた最初の一週間の間も、シュカデーヴァの表情は落ち着いて安らかでした。そして一転して最大限の敬意を示され、食事などの提供を受けるようになっても、シュカデーヴァの様子は全く変わりませんでした。ジャナカ王は次のテストを考えました。
油が一杯に満たされたランプをシュカデーヴァに持たせ、多くの美女たちが歌い踊っている宮殿の中を歩くように求めました。シュカデーヴァが宮廷の中を何周しても、ランプの油がこぼれることはありませんでした。シュカデーヴァの心は静かで、世俗的な楽しみには何の影響も受けませんでした。

シュカデーヴァはスヴァスタハにフォーカスしていたからです。
我々を取り巻く周囲の状況は絶えず変化しており、それに影響されて我々の心も変化してしまいます。
我々の心の中には安定装置がありません。昔ある人が過去に船酔いで苦しんだ同じ航路をもう一度船旅したところ、今度は船が揺れなかったのでその理由を船員に尋ねると、「この船にはスタビライザー(Stabilizer：安定装置)がついていますから」というのが答えでした。
強い風、大きな波があっても、船は揺れることなく安定していました。

我々人間の体温は面白いですね。暑い時、寒い時に関係なく体温は一定に保たれます。

神様が我々をそのように造ったのであり、これはホメオスタシス(homeostasis：生体恒常性)と呼ばれます。物体ではそうはいかず、たとえば石は夏は熱く冬は冷たいです。

人間の肉体レベルではホメオスタシスがあるのに、心のレベルでそれがないのが問題です。
心に安定装置があれば、心の温度は絶えず一定で、誘惑や挑発にあっても安定しています。

悟った人にはこの安定装置がありますが、それは内なる自己にフォーカスしているからです。

サルヴァーランバ・パリッテャーギー(Sarvarambha-parityagi)は「超越した人には欲望、計画などは存在しない」という意味です。仕事が来ればそれを実行しますが、自分のほうから「あれがしたい、これがしたい」ということはありません。欲望がありませんから、カルマも計画もありません。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダの場合は沢山の計画があり仕事もしましたが、彼は悟った人でした。矛盾のように思えますが、ギーターの中に説明があります。

これらの人々の仕事は他者のためになされるのであり、利己的な目的のためではありません。

スワミはラーマクリシュナ僧団を創りましたが、それは自分の名声のためではありませんでした。
26節、27節を読んでください。

　不動の信仰心をもって私に仕える人こそ、これら三性質を乗り越え、遂にはブラフマンに到達する資格を有する人、なのだ。

　何故ならば、私こそがブラフマンの住居であり、即ち不死不滅の至高者であり、永遠の法則であり、絶対の幸福だからである』と。
次回は第1章から順番に要約していきますが、その前に少しお話しておきます。

バガヴァッド・ギーターは全部で１８章ありますが、すべての章の題に「ヨーガ」がついています。

ヨーガは合一の意味であり、即ち内なる自己とブラフマン、ジヴァアートマンとパラアートマン、信者と神様の合一のことです。

ヨーガには二つのテーマがあり、ひとつは目的、もう一つは方法です。

目的は今お話ししたように「合一」ですが、そのための方法として有名なものにはカルマ・ヨーガ、バクティー・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、ラージャ・ヨーガの４つがあります。

カルマ・ヨーガは「働きの道」でありその働きとは非利己的な働き、バクティー・ヨーガは「信仰の道」、ギャーナ・ヨーガは「知識と識別の道」であり何が一時的で何が永遠かを識別し、ラージャ・ヨーガは「瞑想と体-心-感覚制御の道」ですが、これら以外のヨーガもあります。

バガヴァッド・ギーターの目次を見て下さい。１８の章は１８種類のヨーガを表しています。

第１章は「アルジュナの苦悩のヨーガ」です。

マハーバーラタの戦いが歴史的な事実であったかどうかについては、学者の間でも議論があります。

学者は論文を書くために研究、議論が必要ですが、信者のためには重要ではありません。
我々にとってそこで何が語られ、どういう助言が得られるかが重要なのです。
我々の日常生活は軋轢や諍いに満ちています。好きでない仕事もあり、好きでない人もいてまるで戦場のようですが、マハーバーラタの戦いはその象徴です。
我々はミクロレベル、アルジュナはマクロレベルという違いはありますが、我々も戦士であり、アルジュナは我々のシンボルです。
そのことを理解して勉強するなら、バガヴァッド・ギーターは大いに我々の助けになります。

では次回は第１章から始めます。
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